












































  要約:  富山スタディの今後を展望して小学校高学年の児童を対象に生活習慣と身体像

に関する調査を実施し、肥満児の生活実態と体型認識との関連性について検討した。肥満

児の生活習慣ではその規則性において問題がみられ、肥満児の自己の身体認識は現実とず

れており、身体像に対する態度は男女で差がみられた。これらは生活習慣の自己管理や肥

満対策への示唆を与えるものであった。


